
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人材養成の目的と構想
(1) 最新デジタル技術（３Ｄ－ＣＡＤ／ＣＡＭ／ＣＡＥ）を活用して企画・開発・設計から製造技術までを一貫して　

　　
　　構築できるものづくりの統合的能力を持つＨＤＭの養成
(2) 最新ﾃﾞｼﾞﾀﾙ技術と加工法を駆使して“21世紀型の擦り合せて作りこむ”ものづくり能力を持つＨＤＭの養成
(3) 板材成形、鍛造、鋳造、樹脂成形の各加工要素技術コース毎に基礎技術、応用技術、機械加工、溶接技
　　 術、３Ｄ－ＣＡＤ技術、金型設計技術、成形シミュレーション技術を養成する。
(4) ものづくりＭＯＴコースでは、各加工要素デジタル技術化コースのすべてにおいて、技術経営的視点とその
　　 能力を統合的に養成する。

　　　　　　　　　　　　　　　サポーティング・インダストリーの高度化テーマの創出
○本ＨＤＭ養成を通じて完成品産業（川下）の高度化実現、21世紀型ものづくり力の実現による　

　地域の更なる発展を図る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新産業の創出
○産業構造の転換と発展（ロボット、航空・宇宙産業等）を図り、世界の加工拠点化を目指す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人材創出計画目標
○初年度：板材成形コースとものづくりＭＯＴコースを試行する。　　　
○３年度：２０人（累計）、５年度：４０人（累計）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 自治体との連携
浜松市の平成１９年の政令指定都市実現を目指した「浜松市創業都市構想策定委員会」人材育成戦略検討

分科会において、本人材養成プログラムを人材育成の明確な目標の一つとして挙げ、地域を挙げた人材育成
体系に整合した取組みとして位置づけている。

科学技術振興調整費
地域再生人材育成拠点の形成

はままつデジタル・マイスター（ＨＤＭ）養成プログラム
平成１８年度～平成２２年度（５年間予定）

問合わせ先：　静岡大学工学部企画係　０５３－４７８－１００３



浜　松　市：　も　の　づ　く　り　産　業　集　積　地　　　

あらゆる産業を支える基盤技術の高度化の実現とそれを通じて先端産業の強化支援を図り新産業の創出に貢献する人材の育成　
　　　

・ﾃﾞｻﾞｲﾝ～設計～工法設計・金型設計までを一貫して考え設計し、ものづくりの加工条件を確立できる人材の育成
・生産性、品質、ﾛｽ、ｺｽﾄ等のものづくりの管理要素も認識し全体最適で判断できる人材の育成
・加工の最新ﾃﾞｼﾞﾀﾙ技術を通じﾊﾞｰﾁｬﾙな擦り合せ技術を獲得し、新規高度化ﾃｰﾏへのｽﾋﾟｰﾄﾞｱｯﾌﾟ対応
・高度化ﾃｰﾏの実現を通じた新産業創出が出来る人材の育成

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ技術
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「浜松市の強み
　を活かし弱み
　を補強する
　　　　　支援策」
・人材育成支援
・知的財産活用
　支援
・起業・創業支援
・販路開拓支援

ものづくりMOT

静　岡　大　学　・　工　学　部

（大学、企業）

加工法ノウハウ （企業）

（大学、企業）

（大学、企業）

（大学）

・ものづくりの
　統合的能力育成
・産学連携した取組みにより
　原理・基礎と実践を繋ぐ

整合性の有る連携した取り組みで２１世紀の新浜松創生整合性の有る連携した取り組みで２１世紀の新浜松創生
・２１世紀型サポーティング・インダストリー集積地
・・２１世紀型ＭＯＮＯＤＺＵＫＵＲＩ基盤技術の創出と高度化実現
・・新産業創出・世界の加工拠点　　　　

浜松モデル

「はままつデジタル・マイスター（HDM)」養成の実施内容

【浜松ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾏｲｽﾀｰ（HDM）養成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ】育成の目標

特徴

ｶﾘｷｭﾗﾑ

動機付け
（育成の狙い）

塑性加工関連
（基礎と応用）

３Ｄ－ＣＡＤ
（基礎と応用）

金型設計技術
（基礎と応用）

加工ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
（ＣＡＥ）
（基礎と演習）

ものづくりＭＯＴ
（技術戦略・
　管理技術と
　　　事例研究）

【　産　学　連　携　】
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